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本マニュアルの発行にあたって

　石巻地域では、平成23年の東日本大震災以降、国立研究開発法人農業・食品産業技術総
合研究機構（以下、（国研）農研機構）東北農業研究センターが開発した高速播種鎮圧体系
の水稲乾田直播栽培の普及が急速に進み、平成20年度に35haであった栽培面積が、令和
5年度には1,012haと約29倍になっています。現在は、栽培技術が定着し、収量も移植栽
培並に安定してきています。

　一方、最近では海外情勢に起因する化学肥料価格の高騰やプラスチック被覆肥料の被覆
殻の流出による海洋汚染の問題など、化学肥料の利用をめぐる情勢も大きく変化してきま
した。

　このため、当協議会では、令和3年5月に農林水産省で策定された「みどりの食料システム
戦略」（~食料・農林水産業の生産力の向上と持続性の両立をイノベーションで実現~）の推
進にあたり、これまでに石巻地域で蓄積された従来の省力的水稲栽培技術（乾田直播栽培）
に、環境にやさしい技術（堆肥施用による化学肥料の減肥）を組み合わせた、新しい栽培体
系の実証に取り組んできたところです。

　本マニュアルは、これらの実証結果をもとに、新しい栽培技術体系への転換を推進する
ため、「グリーンな栽培マニュアル（環境にやさしい水稲乾田直播栽培）」としてとりまとめ
たものです。

　なお、本マニュアルの活用にあたっては、それぞれのほ場の状態を土壌診断によって確認
するとともに、肥料、農薬等の情報は、最新の情報を入手して御利用ください。

� いしのまきグリーンな農業推進協議会

※農薬の情報は、令和6年1月の情報をもとに掲載しています。
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1　省力的な栽培技術（乾田直播栽培）

（１）作付面積の推移

　宮城県における水稲直播栽培面積は、令和４年に一時減少したものの、令和５年度は
4,229haと増加しています（図1-1）。
　石巻地域では、令和５年度は1,012haで県内の約２４％を占めています（図1-2）。
　直播栽培播種様式別では、平成２４年度以降、県全体では湛水直播の比率が高かったもの
の、令和３年度に乾田直播が湛水直播を上回り、令和５年度は乾田直播栽培が直播栽培面
積全体の約６０％となっています（図1-3）。
　石巻地域では、平成２３年の東日本大震災以降、復興事業に伴って導入された麦・大豆の
汎用機械を用いた乾田直播栽培が急速に普及して、令和５年度は９７９haで乾田直播栽培が
行われ、全体の９７％となっています（図1-4）。

図1-１　県全体と石巻地域の水稲直播
　　��　栽培面積の推移

図1-３　県全体の水稲直播栽培
　　　��播種様式別面積の推移

図1-２　石巻地域の水稲直播栽培
　　　��面積の推移

図1-４　石巻地域の水稲直播栽培
　　　��播種様式別面積の推移

 

 

 

 



3

（２）作業手順

時期 作業内容 栽培のポイント 作業機械

１１月～ 土壌診断 ・耕起前に土壌を採取して、土壌
の養分を確認しましょう。

２月
～３月

堆肥散布 ・土壌診断の結果と堆肥成分を勘
案し、堆肥の散布量を決めましょ
う。２9ページ参照。

マニュア
スプレッダ

耕起 ・播種前にほ場を十分乾かします。
高出力トラクタとの組み合わせ
により高速作業が可能です。

プラウや
チゼルプラウ
（スタブルカルチ）

透排水性
向上対策

・排水がよく、漏水（ろうすい）しな
いほ場を目指します。代掻きをし
ないため、畦畔からの漏水のリス
クが高まるので、畦塗り作業が必
要です。

サブソイラ―
畔塗り機

均平 ・大区画ほ場では必須です。田面
高低差１０cm以内に仕上げま
す。

レーザー
均平機

３月中旬
～４月中旬

種子予措 ・浸種籾を使用する場合は、水浸は
７～１０日間。乾籾の場合は不要
です。

病害虫防除① ・初期害虫やいもち病、鳥害対策
用に薬剤を種子に塗布すること
ができます。

ミキサー等

施肥 ・基肥一発型タイプの肥効調節型
肥料の利用が一般的です。肥料
成分の量や溶出時期に違いがあ
ります。6ページ参照。

ブロード
キャスター

播種床造成 ・固い播種床を作ります。

・播種床は高い砕土率を確保して、
トラクタのタイヤ跡が３～５cm
沈む程度の硬さとしてください。

バーチカル
ハロー

環境にやさしい技術
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時期 作業内容 栽培のポイント 作業機械

３月中旬
～４月中旬

図1-５
播種床の硬さ

播種 ・乾籾（ササニシキ、ひとめぼれ）で
５kgが目安です。乾籾でも浸種
籾のどちらでも構いません。適
切な播種深度は、１～２cmです。

グレーンドリル
（ドリル
シーダー）

鎮圧 ・十分な出芽数を確保するため、
ケンブリッジローラー等を使い、
必ず鎮圧してください。播種後の
鎮圧には、種子と土壌の密着、土
塊の破壊、播種深の安定化、漏水
の防止効果があります。

ケンブリッジ
ローラー

３月中旬
～４月中旬

除草剤散布①
（播種後～
イネ出芽前）

・土壌処理剤や非選択制除草剤に
よる雑草防除。7ページ参照。

ブーム
スプレーヤー

４月下旬 水管理（走水） ・播種後は、出芽が条状に出揃う
までは、原則乾田です。

・降雨が少ない場合は、走水（フ
ラッシング）を行い、土壌に水分
を供給します。また、播種後にま
とまった降雨があり、その後の
過乾燥により土壌表面が硬いク
ラスト状（土壌表面が固まった状
態）になることがあります。この
場合も、イネの出芽を阻害してし
まうため、土壌表面を軟らかくす
る目的で、走水をします。

省力技術
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時期 作業内容 栽培のポイント 作業機械

４月下旬 ・気象条件に応じた水管理により、
適切な出芽数（㎡当たり１００本
以上）を確保しましょう。播種時期
によらず、出芽時期は、ほぼ同時
期（例年だと５月第1～3半旬頃）
になります。8ページ参照。

５月上旬 除草剤散布②
（出芽後
～入水前）

・草種に応じて除草剤を選択。散
布後３～５日後の雑草が弱りかけ
たときに入水して枯死させるの
がポイント。7ページ参照。

ブーム
スプレーヤー

５月中旬 入水 ・必要な出芽数を確保し（9ページ
参照）、イネの葉齢が１．５～２葉
になったら、入水を始めます。

・入水始めは、２～３日に１回程度
の給水とし、苗が水没しないよう
な浅水とします。イネの生長に合
わせて徐々に水深を深くしてい
きます。

６月上旬
～中旬

除草剤散布③ ・入水後、減水深が落ち着いてから
散布。薬剤は、直播水稲で登録の
ある除草剤。１0～23ページ参照。

ドローン、
動力散布機等

７月上旬
～中旬

病害虫防除② ・いもち病等の防除が必要となっ
た場合は、薬剤防除します。

ドローン等

７月中旬
～下旬

追肥 ・生育量に応じて、追肥の要否を
判断します。追肥を行う場合に
は、流し込み追肥やドローンでの
追肥散布が省力的です。

ドローン等

８月上旬
～中旬

病害虫防除③ ・カメムシ等を防除します。 ドローン等

９月下旬
～
１０月下旬

収穫 コンバイン
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（３）栽培のポイント

①乾田直播栽培の施肥の基本的な考え方

(目安)	 基肥一発型肥料	 窒素成分で	９～１２ｋｇ／１０a
	 追　　　　　肥	 窒素成分で	１～２ｋｇ／１０a

　乾田直播栽培では、移植栽培に比べて代かきを行わない分、水稲が土壌から吸収できる
養分が少なくなります。その分、施肥によって補う必要があり、移植栽培よりも基肥を１．５～
２倍程度増やす必要があります。播種後の乾田期間が長いので、速効性肥料は有効ではあ
りません。前作や地力等の条件によりますが、「ひとめぼれ」や「ササニシキ」を栽培する場合
は、基肥一発型の緩行性肥料を含む肥料を使い、窒素成分で９．０～１２kg／１０aを施用する
のが一般的です。生育量が不足する場合は、幼穂形成期に流し込みやドローン散布等の手
法で追肥を行います。

表1-１　基肥一発型肥料の例（令和５年度）

 

品　名 30 40

N P K N P K N P K

直播用770 後半重視、NPKバランス 20 17 17 10 5.1 5.1 3.0 6.8 6.8 4.0

乾田じかまき君N26 生育期間通じて、NPKバランス 20 26 10 10 7.8 3.0 3.0 10.4 4.0 4.0

乾田直播一発20N 生育期間通じて、NPKバランス 20 20 10 10 6.0 3.0 3.0 8.0 4.0 4.0

乾田直播771 後半重視、NPKバランス 20 17 17 11 5.1 5.1 3.3 6.8 6.8 4.4

乾田直播006 生育期間通じて、N多くPK少 15 30 10 6 9.0 3.0 1.8 12.0 4.0 2.4

BB乾田直播一発317生育期間通じて、N多くPK少 20 30 10 7 9.0 3.0 2.1 12.0 4.0 2.8

保証成分
（％）

現物（kg/10a）
肥　効 kg/袋
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②雑草防除

　乾田直播栽培における雑草防除は除草剤による体系処理が基本です。入水前の乾田期
の体系処理は、体系処理１：土壌処理剤＋選択性除草剤①、体系処理２：非選択性除草剤＋選
択性除草剤①、体系処理３：選択性除草剤①＋選択性除草剤②と大きく分けて、３体系あり
ます（図1-6）。雑草の発生量、作業体系、経済性を考慮して、適切な除草体系を選択しましょ
う。入水後は、いずれの体系でも初中期一発剤等を施用します。直播栽培で使用できる除草
剤の種類の詳細は、１0～23ページの表1-3を参照。

　農薬の使用に当たっては、必ずラベルに記載された適用病害
虫、使用方法、最終有効年限などを確認して、定められた方法を厳
守してください。最新の農薬登録情報は、右記の農林水産消費安
全技術センターHPで確認できます。
http://www.famic.go.jp/

図1-６　乾田直播栽培の除草体系

 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1.5～2葉期

体系処理1

体系処理２ 非選択性除草剤

体系処理３

土壌処理剤（播種～稲出芽前） （）内はRACコード（農薬の作用機構分類）

・サターンバアロ乳剤（H:5、H:15）

・マーシェット乳剤（H:15） 非選択性除草剤（稲出芽前）
・ラウンドアップマックスロード（H:9）

選択性除草剤①②（入水前）
・ノミニー液剤（H:2）

・クリンチャーEW（H:1）

・クリンチャーバスME液剤（H:1、H6）

・スタム乳剤35（H:5）

4月 5月 6月

播　種 出　芽 ４葉期～

土壌処理剤

初中期一発剤

選択性除草剤① 選択性除草剤②

選択性除草剤①
選択性除草剤①

入水
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③出芽日の予測

　出芽日は播種後の日平均気温１１．５℃以上の有効積算気温が５０℃に達する日となるとい
う予測手法があり（木村・石岡　２０１４）、石巻地域でもこの手法がよくあてはまります。
　石巻アメダスの過去７年の気象データによると、４月中旬頃までに播種すれば、播種時期
によらず、５月第１～３半旬頃に、有効積算気温５０℃に達します（表1-２）。
　44～45ページの出芽日予測シート（表7）を使って、今年の日別の平均気温（予測日の前
日までは実況値、予測日以降は平年値を使用）を記入すると、出芽日を精度よく予測するこ
とができます。
　気象データの実況値は、41ページの参考URLから石巻アメダスの日別平均気温を検索
してご利用ください。

表1-２　過去７カ年における有効積算温度（１１．５℃以上）
　　　��５０℃に達した日（石巻アメダスによる出芽予測日）

 

平成２８年度 ５月１３日
平成２９年度 ５月１５日
平成３０年度 ５月   ３日
令和  元年度 ５月１６日
令和  ２年度 ５月１３日
令和  ３年度 ５月１１日
令和  ４年度 ５月   ８日
令和  ５年度 ５月   ５日
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④目標の出芽数

　出芽の良否は、その後の生育や収量に影響する他、入水前の水管理の重要な指標や、そ
の年の作柄を振り返る際の重要な情報になります。５月上旬から中旬には、出芽数を必ず確
認しましょう。出芽数の目標と調査方法を以下に示します。

図1-７　㎡当たり出芽数の調査方法

【　㎡当たりの出芽数の目標　100 本／㎡　以上　】
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表1-３　水稲直播で登録のある除草剤（令和６年１月現在、宮城県病害虫防除指針）
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注）各有効成分の特徴については「ロ�有効成分の特徴」を参照のこと。対象草種の特徴や処理方法については「稲作
指導指針基本編第3章Ⅰ５効率的な雑草防除」を参照。左頁中の「*」の付記は、公益財団法人日本植物調節剤研究協会
（https://japr.or.jp）が取りまとめた「地域技術指標原案」の東北地域技術指標に基づく散布適期を示すもので、全
国共通表示である農薬ラベルの標記と異なるが、農薬登録上の適用使用時期を越えるものではない。右頁の適用草
種毎の「○」は本技術指標における適用草種であることを示し、数字は葉令もしくは草丈(cm)、漢字一文字等は雑草
種の各生育時期、「S」は問題雑草を一発処理で防除可能なことを示す。
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2　環境にやさしい栽培技術（減化学肥料栽培）
①リン酸、カリの減肥栽培

　窒素のみの肥効調節型肥料（１０日リニア型溶出タイプ）等を用いて、リン酸カリをPK化
成等で全層施肥する場合は、土壌診断の結果、一定の基準を満たす土壌であれば、リン酸と
カリを減肥することができます。

（リン酸の減肥）
１）�可給態リン酸（トルオーグリン酸）が30ｍｇ-P₂O₅100ｇ乾土以上であれば、リン酸施用量
を100％減肥、１５～３０mg-P₂O₅/１００g乾土であれば50％減肥（褐色低地土、グライ土、
灰色低地土では、３．５～４．０kg／１０a、泥炭土、黒泥土では４～５kg／１０a）することがで
きます。

２）�可給態リン酸（トルオーグリン酸）が０～１５mg-P2O5／１００g乾土未満であれば、減肥は
できません。褐色低地土、グライ土、灰色低地土では、リン酸を７～８kg／１０a、泥炭土、
黒泥土では８～１０kg／１０a施用してください。

表2-１　リン酸減肥に関する施肥基準

注１）普及に移す技術第９０号（平成２７年）の表１を改変。
注２）リン酸施肥量の（）内は、泥炭土、黒泥土の基準。
注３）�多湿黒ボク土は、トルオーグリン酸６mg-P₂O₅／１００mg乾土未満で

あれば、減肥は不可。リン酸施肥量は、８～１０kg-P₂O₅／１０aとする。
注４）�トルオーグリン酸６mg-P₂O₅／１００mg乾土未満であれば、減肥不可
だけでなく別途土づくり肥料が必要である。

注５）�本基準は、稲わらをほ場に還元する、または、稲わらに含まれるリン酸
相当量を堆肥等で補充した場合に適用できる。

注６）少なくても３年に一度は土壌診断を行い、施肥設計する。

 

可給態リン酸
（トルオーグリン酸） 15未満 15以上～ 30以上～
（mg-P2O5/100mg乾土）

減肥の可否 × ○ ○
50％減肥 100％減肥

リン酸施肥量 7～8 3.5～4 0
（kg/10a） （8～10） （4～5）
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（カリの減肥）
　多湿黒ボク土、泥炭土、黒泥土、灰色低地土、グライ土、褐色低地土では、交換性カリが�
40ｍｇ-K₂O/100ｇ乾土以上であれば、カリ施用量を100％減肥、２５～４０mg-K₂O／１００g
乾土であれば、５０%（カリ施用量３．５～５．０kg-K₂O／１０a�）減肥することができます。

表2-２　カリ減肥に関する施肥基準

注１）普及に移す技術第９０号（平成２７年）の表１を改変。�
注２）�結果は移植栽培によるもの、算出した�CEC�が�１７～２８cmol／kg�の

条件で行われた試験を基に作成された施肥基準。
注３）CEC�が極端に低い砂質土壌等では本減肥基準は適用できない。
注４）�本基準は、稲わらをほ場に還元する、又は、稲わらを持ち去った場合、

稲わらに含まれるカリ相当量を堆肥等で土壌に補充した場合に適用
できる。

注５）少なくても３年に一度は土壌診断を行い、施肥設計する。

 

交換性カリ ～25未満 25～40 40以上
（mg-K2O/100g乾土）

減肥の可否 × ○ ○
50％減肥 100％減肥

カリ施肥量 7～10 3.5～5 0
（kg-K2O/10a）
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図2-１　水稲乾田直播栽培における基肥と追肥の窒素成分と玄米収量
　　　�（石巻普及センター調査ほの６か年（平成３０年～令和５年）、
　　　��データ数は２１、品種は、「ひとめぼれ」及び「ササニシキ」）

表2-３　減肥栽培（乾田直播広うね成型播種方式、まなむすめ）の収量

②大豆作後の復元田における減肥栽培

　大豆作後の復元田では、土壌窒素発現量が増加することや、水稲の根が下層へ伸長すること
により、窒素の吸収量が多くなります。管内では、大豆作後の乾田直播栽培において、基肥を
無施肥、または半減して、減肥栽培を実践している事例が多くあります（図2-１）。それぞれのほ
場の地力や品種、気象条件にもよりますが、復元田における「まなむすめ」の乾田直播栽培で
減肥栽培（基肥N成分1.5ｋｇ／10ａ（50％減肥）、基肥Ｎ成分0（100％減肥））した場合の精
玄米重は、基肥Ｎ成分3ｋｇ／10ａと比べて１割減から同等の精玄米重となりました（表2-３）。

 

 

基肥量
減肥率 Ｎ成分

(%) （kg/10a） 平成21年 対比(%) 平成23年 対比(%)
0 3.0 566 100 543 100

50 1.5 540 99
100 0.0 504 89 508 94

精玄米重
（kg/10a）

注1）普及に移す技術第87号（平成24年）の表3，4を改変。
注2）水稲乾田直播栽培は、広うね成形播種方式。基肥はLPS60
　　  を施用。品種は「まなむすめ」。
注3）対比(%)は、減肥率0を対照とした場合の精玄米重比率。
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＜補足＞復元田における移植栽培の減肥栽培

　基肥窒素は無窒素または減肥し、生育状況をみながら追肥で対応するのが基本です。地力
窒素の発現が少なく、土壌の透水や漏水が大きい場合には、増肥が必要な場合もあります
　復元初年目と２年目の主な品種ごとの基肥窒素量の減肥率の目安は表2-４のとおりで
す。黒泥・泥炭・強グライ土以外の土壌型では復元２年目以降、ほとんど水稲連作田と変わら
なくなるので慣行施肥量に戻します。
　作付け前作土の未風乾土（生土）を30℃で４週間室内培養することにより土壌窒素無機
化量を把握すれば、さらに安全に基肥窒素の減肥率を求めることができます（表2-５）。

表2-４　麦・大豆作後における土壌型、耕深からみた主な品種ごとの減肥率
　　　�（普及に移す技術第84号（平成21年））

表2-５　土壌窒素無機化量からみた主な品種ごとの減肥率（宮城の稲作指導指針（基本編））
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図2-２　水稲乾田直播栽培における減化学肥料栽培の収量
　　　�（令和５年度、石巻管内２法人）

表2-６　堆肥成分

注１）�供試品種は、Ａ法人
が「ササニシキ」、Ｂ
法人は「ひとめぼれ」

注２）�Ａ法人の追肥時期
は、7/24。�

③堆肥施用による減肥栽培

　当協議会では「みどりの食料システム戦略」の関連事業である「グリーンな栽培体系への転
換サポート事業」を実施して、令和４年度に家畜ふん堆肥を主体とした堆肥を施用し、令和５年
度に水稲乾田直播栽培の減化学肥料栽培の実証試験を行いました。
　その結果、A法人では、大豆作後に堆肥を施用して追肥をしなかった試験区（減肥）の収量
は、堆肥を施用せず追肥のみをおこなった対照区と比べて収量比８７％となりました。一方、B法
人では、堆肥を施用した条件の下、化成肥料の基肥を２５％減らした試験区（減肥）の収量は、標
準量の基肥を施肥した対照区と比べて、収量比１１１％となりました。
　A法人では、散布した堆肥の主原料に豚ぷんや鶏糞が含まれて、分解されやすい肥料効果
の高い堆肥（C/N比が２０以下）であったこと（表2-６）に加え、前作が大豆であったことでより土
壌からの窒素の発現が大きかったことから、生育過剰となり倒伏が生じて減収したと考えられ
ました。B法人は、試験区（減肥）では穂数はやや少なかったものの、一穂籾数が多く、千粒重が
重くなり、玄米重が増加したと考えられました。
　以上のことから、水稲乾田直播栽培の減化学肥料の栽培にあたっては、土壌診断をもとに前
作のほ場履歴や、堆肥の種類（原料）や成分と肥効を考慮した上で実施する必要があると考え
られました。
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＜補足＞

　移植栽培においては、表2-7の堆肥の主な原料と全窒素含量をもと
に、数式１及び数式２において堆肥施用量や化学肥料の代替率を算出す
ることができます。これにより、全量化学肥料を施用した場合とほぼ同等
の収量と品質を確保することができます（普及に移す技術第８５号（平成
２２年））。ただし、代替率は表2-7の上限以内とするのが安全です。
　本成果を乾田直播栽培に適用する場合は、代かきを行わず、生育初期
に乾田となるため、移植栽培に比べて、土壌からの窒素供給が低下して
窒素有効化率が低下することが想定されます。このことから、表2-7の代
換率（上限）はさらに低くなることが予測されますが、生育過剰に伴う倒
伏や品質低下を回避するために、化学肥料の代替率は、低めから始めて
段階的に上限まであげてください。

数式１

表2-７　代替率の上限

 

 
 
 
数式2

 
 
 
 

堆肥施用量
（kg/10a）

慣行の施肥窒素量（kg/10a）
代替率（％）

堆肥の全窒素
（％）

窒素有効化率／100
（％）

=

××
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図3-１　畑転換による土壌可給態窒素の変化
　　　�（住田ら�東北農研センター報告２００５）

3　土づくり

　田畑転換は連作障害回避及び雑草や病害
虫の抑制に有効ですが、長期の畑地化により
地力（可給態窒素：作物が利用できる窒素）は
低下します。窒素は、作物の収量に最も影響
が大きい成分の一つで、地力の低下により、
作物の収量が減少することが知られていま
す。
　図3-１のとおり、連年水田で堆肥を連用し
た場合、可給態窒素は増加しますが、畑転換
した場合は、可給態窒素は低下し、堆肥を施
用しなかった場合には、さらに大きく低下しま
す。水田営農を長期的に維持・継続していくた
めには、定期的な土壌診断と継続的な土づく
りが必要です。

　当協議会では、令和４年度にJAいしのま
き管内の３８経営体に堆肥利用に関するアン
ケートを行いました。その結果、堆肥を利用し
ている割合は６１％（図3-２）、そのうち、稲わら
主体の堆肥利用者は３３％、牛ふん堆肥主体
の堆肥利用者は６１％でした（図3-３）。
　堆肥を利用する際に問題となる点は、堆肥
の調達、運搬や散布にかかる労力、肥料その
ものや運搬散布に係る費用、散布機械の有無
などで個々の経営体に応じて多様な課題が
あることがわかりました（図3-４）。
　それぞれの地域や経営体の事情に合わせ
て、課題を解消しながら、土づくりを進めるこ
とが重要です。課題の解消に向けては、必要
に応じて、関係機関に相談しましょう。

（１）継続した土づくり

（２）堆肥利用の課題と解消

図3-2　【問1】堆肥を利用していますか？

図3-3　【問2】利用している堆肥の主原料は
　　　　　　�何ですか？

図3-4　【問3】堆肥を利用する際に問題となる
　　　　　　�点は何ですか？（複数回答可）
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4　石巻地域の堆肥センター

　石巻地域には以下の堆肥センターがありますので、積極的に活用しましょう。

表4　堆肥センター概要

（連絡先）
●かなん有機センター「ゆうきくん」��石巻市広渕字四工区１
　TEL.�０２２５-７２-４３８０　月曜～金曜(８:３０～１７:００)、第１、３、５土曜(AMのみ)
　（袋詰めのみ農産物直売所「やさいっ娘」で販売）
●河北大谷地堆肥センター　石巻市小船越字三番江１
　TEL.�０２２５-６２-１５７９（０９０-２９９８-９４６７：高橋栄一氏）
●桃生町堆肥化処理センター��石巻市桃生町神取字観音下２６６-１�
　TEL.�０２２５-７６-３１９１、�Fax.�０２２５-７６-３２０４
　月曜～日曜(８:３０～１７:００)
　（事前予約必要・バラ売りは毛布やブルーシート持参）
●北上堆肥センター��石巻市北上町女川字石神６６�
　TEL.０２２５-６７-２０２３　月曜～金曜(８:３０～１７:００)
　（袋詰めのみ（株）アイ・ケー・エス、JAいしのまき購買、森林組合で販売）

石巻市HP

�宮城県
畜産協会HP

 
 
 
 

バラ売り
袋  詰

配送サービス
圃場散布料金

かなん有機セン
ター・かなん有機

肥料生産組合

かなん
スーパー

有機

乳牛、肉用牛、
豚、ﾌﾞﾛｲﾗｰ、籾殻

スクープ
式

1,440
2,970円/t

396円/15kg

配送：1,485円/t(10km以内)
　　　2,000円/t(10km越え)
散布：1,485円/t(10km以内)
　　　※要相談
貸出：660円/回(2tダンプ)

河北大谷地堆肥セ
ンター ・大谷地

堆肥生産組合
牛ふん堆肥

乳牛、肉用牛、籾
殻、稲わら

たい積発
酵型

270
1,000円/t

(組合員500円/t)
貸出：購入者のみ牽引式マニア
　　　(1.8、1.5t)

桃生町堆肥化処理
センター ・
 桃生町堆肥

生産組合

ものう有機
肉用牛、豚、

おが粉、籾殻、
きのこ菌床

ロータ
リー式

5,500
3,000円/t
500円/35L

※ステビア添加

配送：2,000円/2t(町内)
　　　3,500円/2t(町外）※20km程度
散布：3,000円/t(町内限定）
貸出：1,000円/ｈ(牽引式）
 　　  1,250円/h(自走式)※町内限定
　　　※燃料満タン返し

北上堆肥センター
・(株)アイ・
ケー・エス

にっこり
有機

乳牛、肉用牛、
豚、ブロイラー、
おが粉、籾殻、海

藻

ロータ
リー式

570
5,060円/ｔ
440円/15kg

配送：袋製品の配達無料

販売価格・配送散布料金
名称・管理者 商品名 原材料

処理
方式

供給
量(t)

令和６年１月調査
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5　土壌診断

　ほ場整備後や堆肥を施用する場合や施肥を変更する場合は、重要な情報となりますので、定
期的に土壌診断を行いましょう。土壌のサンプルの採取方法と分析機関は次のとおりです。

１）�採取時期　原則として作物の収穫後、後作の耕起
施肥前に採取する。

２）�採取地点　ほ場に対角線を引き図5-1のように５
か所から採取する。比較的均一と思われる場合は、
３か所でも良い。

３）�採取　作土の場合、おおむね地表下０～１５cm。
上記２）の数地点から１点５００g～１kg採取して、よ
く混合して１～２kgとする。（水田・畑）移植ベラで
V字に掘って、図5-2の灰色部を採取する。

４）�調整　採取した土壌は、室内に薄く広げ速やかに
乾燥する。このとき大きな土塊があれば砕く。分析
項目で生土を用いる必要がある場合は、十分混合
し、その一部を分析試料とする。風乾した土壌は、
土塊を大型の乳鉢等で砕き、２mmの円孔ふるい
を通過させ、縮分してポリ容器等に保管する。

出典：土壌診断の手引（宮城県農政部、平成１０年３月）を一部改変

（１）土壌サンプルの採取と調整法について

図5-1
土壌サンプル
採取位置

図5-2　土壌サンプル採取箇所

（公設）
１）石巻農業改良普及センター（宮城県）
　営農活動の支援に係る分析について対応します。料金は無料ですが、分析できる点数に
は限りがあります。都度、御相談ください。�
� 先進技術第一班（水稲・麦・大豆担当）�TEL.�0225-95-7612
（民間）
２）農林水産省HPに掲載されている土壌分析機関リスト
　https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo
　/attach/pdf/211208-33.pdf

（２）土壌分析機関（公設・民間）

畔のある場合

畔のない場合
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　バイオ炭とは、木炭や竹炭、鶏ふん炭など、有機物（バイオマス）
由来の炭を指します。バイオ炭の農地への施用は、土壌の透水性、
保水性、通気性の改善等の効果があるといわれています。
　令和２年には、Jクレジット制度＊において、バイオ炭の農地施用の
方法論が策定され、本制度の活用により国内資金の循環を促進し、
環境への対策と経済の両立を達成することが期待されています。
　令和４年度に、石巻市内（Ｃ農事組合法人）で製造されたバイオ炭
（もみ殻くん炭）（図5-３）を水田に施用し、水稲の生育や土壌に与
える影響について調査を行いました（図5-４）。その結果、バイオ炭
の施用によって収量への影響はないこと（図5-５）、土壌の気相が高まり（大きめの孔隙がで
きて、水はけが良くなる）（図5-６）、仮比重（土が膨軟になる）が軽くなる（図5-７）可能性があ
ることがわかりました。
　将来に向けては、連年施用した場合の効果、剤型の改良による散布の際の操作性の改
善、堆肥等との混合による生育向上効果の付与など、本技術に対する課題が確認されまし
た。今後、これらの課題解決が図られることにより、バイオ炭の農地施用による炭素貯留技
術の普及が期待されます。

＜トピック＞バイオ炭の農地施用による炭素貯留と水稲作への影響

図5-4　バイオ炭の散布（令和4年４月１５日） 図5-5バイオ炭施用量別の玄米収量

図5-6　作付後の三相分布 図5-7　作付後の仮比重

＊温室効果ガスの排出削減量や吸収量をクレジットとして国が認証する制度。41ページ参照。

図5-3バイオ炭
（もみ殻くん炭）
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１．水稲乾田直播栽培の入水前体系処理によるオオクサキビ等防除（令和２年）９５号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20182/809948.pdf
（要約）水稲乾田直播栽培において、ブタクロール32％乳剤の播種直後土壌処理とプロパニル�
35％乳剤のノビエ３葉期（オオクサキビ２葉期）までの茎葉散布とを体系処理することで、ノビエ・
広葉雑草の他、難防除イネ科雑草であるオオクサキビも安定的に防除することができる。
　　　　　
２．水稲直播栽培における漏生イネの防除対策（令和２年）９５号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20182/789243.pdf
（要約）水稲収穫後に耕起せず、石灰窒素50kg/10aを散布しそのまま越冬させるこ
とで、翌作の水稲直播栽培における漏生イネの発生を慣行管理の２％まで抑制することができる。た
だし、窒素栄養の過多による倒伏等を避けるために基肥は窒素成分で２kg/10a以上を減量する。��

３．乾田直播栽培の入水前に散布できる新たな茎葉処理除草剤と
　発生草種に応じた薬剤選択（平成２５年）８８号　
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/223230.pdf
（取り上げた理由）県内の水田輪作地帯を中心に水稲乾田直播栽培の導入が進
んでいる。乾田直播栽培は主に大豆の後作に導入されることと、播種後の畑地状態の期間が長
いことから、水稲出芽揃い後の入水前時期までに多様な畑雑草が繁茂し、その一部は入水後も
残草することで雑草害を及ぼす。したがって、除草剤コストが乾田直播栽培ではより大きい。近
年、東北地方において乾田直播入水前に使用できる除草剤が相次いで農薬登録され、茎葉処理
剤の選択肢が増加した。これらの除草効果が確認され、対象草種に応じて入水前茎葉処理剤を
選択することでコスト低減にも貢献できることが明らかとなったため参考資料とする。

４．ピラクロニル剤の体系処理による難防除雑草クサネム対策（平成２５年）８８号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/289745.pdf
（取り上げた理由）水田輪作地帯を中心に、玄米への種子混入が落等被害を生
じるクサネムの多発が問題となっている。クサネム種子は莢に包まれ浮遊した
まま発芽し浅水部分に定着することから、普及に移す技術第87号参考資料では、水稲生育初
期を深水管理とし、効果的な初中期除草剤を散布することで防除効果が高まることを示した。
しかし、復元田などでは水深を深く維持することが難しい場合もある。そこで、長期間にわたる
クサネムの出芽を有効な初期剤と初中期除草剤との体系処理により抑制することで、開花・結
実を抑制できることが示されたので参考資料とする。�

6　参考情報

【直播に関する技術情報（宮城県）】
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５．水稲・大豆水田輪作における雑草発生リスクの変化（平成２５年）８８号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/223232.pdf
（取り上げた理由）本県の水稲・大豆水田輪作地帯においては、水稲作・大豆作
とも特定の雑草種が問題化している傾向がある。そこで、工事完了後年数（大
豆輪作回数）および輪作体系の異なる３つの圃場整備地区について、水稲・大豆の各作におけ
る雑草の発生状況を調査したところ、大豆作後の水稲作、および作付け回数の増加に伴う大豆
作における雑草発生リスクの変化が明らかになったので参考資料とする。�

６．大豆後復元田水稲乾田直播における地力窒素無機化量と
　収量構成要素の関係及び増収のための施肥法（平成２４年）８７号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/200680.pdf
（取り上げた理由）生産組織等地域の担い手では、麦類、大豆及び水稲の受託面積が年々拡大
し、一部においては輪作体系が組まれており、大豆後の水稲乾田直播などの栽培技術の確立
が求められている。大豆後の復元田においては、地力窒素無機化量（以下：地力Ｎ）が多いため、
主には無肥料によって栽培されているが、水稲乾田直播栽培との関係は明らかとなっていな
い。そこで、播種前の地力Ｎと水稲乾田直播栽培の収量構成要素の関係、及び増収のための
施肥法が明らかとなったので参考資料とする。

７．広畝成形同時播種方式の水稲乾田直播栽培（機械作業編）
　宮城県古川農業試（平成２２年）８５号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/69444.pdf
（取り上げた理由）大規模農家や生産組織等において受託面積が増加し、低コスト省力栽培と
しての水稲乾田直播栽培法の確立が求められている。麦・大豆用に利用されている市販作業
機の汎用利用と水稲栽培の省力化を目指した、「普及に移す技術」83号「逆転ロータリと目皿
式播種機による広畝成形同時播種方式の水稲乾田直播への利用」（作業技術・参考技術）につ
いて、省力・安定的な栽培として確認されたので普及技術とする。

８．広畝成形同時播種方式の水稲乾田直播栽培（栽培編）（平成２２年）８５号��
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/69445.pdf
（取り上げた理由）大規模農家や生産組織等において受託面積が増加し、低コ
スト省力栽培としての水稲乾田直播栽培法の確立が求められている。麦・大
豆用に利用されている市販作業機の汎用利用と水稲栽培の省力化を目指した、「普及に移す
技術」83号「逆転ロータリと目皿式播種機による広畝成形同時播種方式の水稲乾田直播へ
の利用」（作業技術・参考技術）について、省力・安定的な栽培として確認されたので普及技術
とする。
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９．水稲乾田直播栽培における地下水位調節による出芽促進と安定化（平成２１年）８４号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20184/69455.pdf
（取り上げた理由）近年、基盤整備ほ場において、暗渠利用による地下水位調節
可能な新たな地下灌漑システムが開発されており、地下水位を調節することに
より、出芽率の向上や作物の品質・収量の向上が期待できる。そこで、水稲乾田直播栽培におい
て、地下水位を調節することによって苗立ちの促進及び安定化が図られたので参考資料とする。

１０．「逆転ロータリと目皿式播種機による広畝成形同時播種方式の
　水稲乾田直播への利用」「普及に移す技術」（平成２０年）８３号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20204/69721.pdf
（取り上げた理由）水稲＋麦＋大豆の低コストで省力的な２年３作体系を確立す
るため、逆転ロータリーと条間変更が可能な（麦・大豆用）傾斜目皿式播種機による、水田乾田
直播への汎用利用と発芽の安定化を兼ね備えた播種方式を検討し、広畝成形同時播種方式に
よる乾田直播への実用性が認められたので参考資料とする。

１．水稲におけるリン酸減肥に関する施肥基準（第８７号追補）（平成２７年度）９０号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/305987.pdf
（取り上げた理由）米価下落を受け、生産コスト低減について関心が高まってい
る。リン酸は原料となる鉱物資源が限られており、肥料価格高騰のリスクが高
い。そこで、水稲において土壌に蓄積されたリン酸を利用し、リン酸減肥が可
能かどうかについて検討する必要がある。これまで、普及に移す技術第87号参考資料で、３年
間の異なる土壌型のほ場におけるリン酸減肥試験の結果から、灰色低地土についてのみトル
オーグリン酸が15～30mg-P₂O₅/100g乾土の場合、リン酸施肥量を標準の50%減肥できる
とした。ここでは、５年間のリン酸減肥試験の結果を基に、新たに減肥基準を設定したので参考
資料とする。�

２．水稲におけるカリ減肥に関する施肥基準（平成２７年）９０号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/305988.pdf
（取り上げた理由）近年化学肥料の原料が高騰しており、カリ肥料の価格が高
止まりしているが、一方で、米価は下落している。そこで、生産コスト低減を目
的として、稲作においてカリの減肥が注目されている。宮城県では平成20年にカリ無施用に関
する基準が示されたが、カリの減肥については示されていない。そこで、水稲作において５年
間標準施肥量の�50%カリ減肥が水稲生育および土壌交換性カリに及ぼす影響について明ら
かにし、カリ減肥基準を作成したので参考資料とする。

【堆肥活用に関する技術情報（宮城県）】
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３．水稲におけるリン酸減肥に関する施肥基準（平成２４年）８７号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/200690.pdf
（取り上げた理由）最近の肥料原料の世界的な高止まりを受け、宮城県内にお
いてもリン酸肥料の価格高騰により農家経営が圧迫されている。宮城県にお
けるリン酸減肥基準については、平成20年に「肥料価格の高騰に向けた対応方針」で示された
が、他県のデータに基づき作成されたので、県内水稲作で検証されたものではない。本研究で
は３年間のリン酸肥よく度の異なるほ場（古川農業試験場内）における施肥試験の結果から水
稲におけるリン酸減肥が可能であることが明らかになったので参考資料とする。

４．たい肥の主原料と全窒素含量に基づく水田での簡易肥効判断指標（平成２２年）８５号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69774.pdf
（取り上げた理由）環境保全型農業への関心の高まりに加え、化学肥料原料価格が今後
も高留まりが続く懸念から、たい肥を活用して化学肥料を減肥する取組が増加してい
る。その際、たい肥の原料が多種多様であるため、施用量をどう決定するかが課題であった。そこで、たい
肥中の有効態窒素を形態別に測定した値を合計して窒素有効化率とし、それを根拠とする施用量決定法
の妥当性を確認するとともに、これらの値を利用した簡易肥効判断指標を作成したので、普及技術とする。

５．牛ふん主体たい肥を年内施用した場合の窒素の挙動と水稲の生育（平成２２年）８５号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69775.pdf
(取り上げた理由)近年、県内各地で「たい肥センター」が設置され、たい肥センター産のた
い肥（以下、たい肥）を利用した環境保全型農業への取組みが増えている。たい肥は、水稲
では春に散布されることが多いが、大規模に散布する際は春先に作業が集中し、作業量が請負能力を超過
する場合もある。たい肥の利用促進のためには、水稲収穫後の秋から冬（以下、年内）への施用時期の分散
が有効だが、これまで、たい肥の年内施用による土壌窒素の挙動や水稲への影響に関する知見は少なかっ
た。そこで、牛ふんに豚ぷんを混合した「牛ふん主体たい肥（以下、牛ふんたい肥）」を年内施用した場合にお
ける窒素の挙動や水稲生育等について検討した結果、基肥窒素等の目安が得られたので参考資料とする。

６．牛ふんたい肥と有機入り化成肥料を用いた「ひとめぼれ」の化学肥料節減栽培（平成２２年）８５号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69776.pdf
（取り上げた理由）県内では、環境保全米の生産が広がりをみせている。化学肥料由
来の窒素量を慣行の半分以下に抑えた、いわゆる「化学肥料節減栽培（以下、節減栽
培）」では、これまでに慣行と同一施肥窒素量の場合、収量は慣行栽培の90％以上確
保できることが、知見として得られている。しかし、葉色や窒素吸収量の推移等、指標を策定するため
のデータが不足していた。そこで、牛ふんたい肥と有機入り化成肥料を用いて「ひとめぼれ」の収量･
適正籾数と品質等について検討した結果、収量構成要素等の目安が得られたので参考資料とする。
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７．水稲化学肥料節減栽培における有機入り化成肥料の籾数、品質等への影響（平成２２年）８５号　
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69777.pdf
（取り上げた理由）水稲の化学肥料節減栽培で利用される有機入り化成肥料
は、一般に速効性窒素成分の割合が少ないため従来の栽培とは異なる生育パ
ターンを示し、使用される肥料によって窒素供給パターンも様々である。そこ
で、肥料の種類や施用量が籾数や玄米品質、食味に与える影響について検討し、知見を得たの
で参考資料とする。�

８．水稲の化学肥料節減栽培用有機入り肥料の窒素供給パターンの特徴（平成２２年）８５号　
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69778.pdf
（取り上げた理由）環境保全型農業を企図した水稲の化学肥料節減栽培では、
有機質成分を配合した市販の節減栽培対応肥料が広く使用されている。有機
質成分中の窒素は土壌中で微生物により無機化されてから供給されるため、
肥料原料の違いによって供給パターンが異なる可能性があるが、県内で最近流通している肥
料についてはそれを調査した事例がない。そこで、主な肥料について水田土壌における窒素
供給パターンを明らかにしたので、参考資料とする。�

９．復元田における水稲の肥培管理法（追補）（平成２１年）８４号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69786.pdf
（取り上げた理由）復元田における肥培管理の目安である「地力窒素無機化量
からみた適品種選定及び減肥率」を普及に移す技術第67号（普及技術）で示し
たが、この目安を利用するためには、作付け前の未風乾土を８週間室内湛水培養する必要があ
る。そこで、県内水田土壌の地力窒素無機化パターンについて検討し、４週培養値を用いた目
安を作成したので参考資料とする。

１０．牛ふんたい肥と育苗箱施肥を利用した水稲減化学肥料栽培（平成２１年）８４号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69787.pdf
（取り上げた理由）たい肥等による土づくりと化学肥料を節減する「持続性の高
い農業生産方式」による環境保全型農業の重要性が増しており、家畜排せつ物
についても環境に配慮した循環的利用が求められている。これまでの研究か
ら、豚ぷんたい肥及び鶏ふんと肥料の併用によりひとめぼれの籾数（26、000～30、000粒/
㎡）が確保できる施用基準を普及技術とした。しかし、牛ふんたい肥の施用量と籾数の増加に
ついては、バラツキが大きく判然としなかった。そこで、肥効調節型肥料を用いた育苗箱全量
施肥と牛ふんたい肥を組み合わせて、収量及び品質等について検討した結果、目安が得られ
たので参考資料とする。
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１１．家畜ふんたい肥のフローチャート式腐熟判定法と腐熟の現状(平成１９年)８２号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69791.pdf
（取り上げた理由）家畜ふんたい肥を農地へ施用するにあたって、たい肥が未
熟であると様々な生育障害や難防除雑草害を招くため、家畜ふんたい肥の腐
熟判定は重要である。普及に移す技術80号の「二酸化炭素放出速度の簡易推定による家畜ふ
ん堆肥の腐熟度判定法」では、易分解性有機物量について測定する判定法を普及に移したが、
ここでは窒素飢餓の危険性と生育阻害物質についても併せて総合的に判定できる、家畜ふん
たい肥腐熟判定フローチャートを作成した。また、県内の大規模たい肥施設（広域たい肥セン
ター、集落のたい肥施設、多飼養畜産農家・業者）でつくられている家畜ふんたい肥の現状に
ついて、腐熟度の視点から調査したので、併せて普及技術とする。�

１２．持続的生産のための家畜ふんたい肥の施用量の基準（平成１９年）８２号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69792.pdf
（取り上げた理由）農地の生産力を持続させるためには、たい肥等有機物による土づ
くりが有効である。しかし、県内のたい肥センターや大規模な畜産農家等で生産される家畜ふんた
い肥には窒素やリン酸、カリなど肥料成分が豊富に含まれる(表３)ことから、長期施用・多施用による
土壌養分バランスの悪化や溶脱による地下水汚染等の環境負荷も懸念される。また、家畜ふんたい
肥から投入される肥料成分量(窒素リン酸－カリ)は、化学肥料の標準的な基肥施用量に匹敵する場
合もあり、作物の生育とって過剰で品質低下につながることも考えられる。そこで、水稲については
適正生育・品質の確保の観点から、また露地畑については、土壌養分過剰と汚染を軽減することに重
点をおいた、家畜ふんたい肥の施用量と化学肥料の減肥の基準を策定したので普及技術とする。

１３．黒ボク土畑地土壌における有機物等の連用効果（平成１９年）８２号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69842.pdf
（取り上げた理由）環境にやさしい農業が求められている中で、作物の安定生
産と環境保全の面から、有機物資源の適正施用とその養分評価が必要とされ
ている。黒ボク土の露地畑において、２０年にわたり堆厩肥連用、土づくり肥料施用等の肥培管
理が、作物の生産性や土壌に対する効果を把握したので、参考資料とする。

１４．強グライ水田における資材及び有機物等連用の効果（平成１９年）８２号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69843.pdf
（取り上げた理由）水稲の安定生産のためには、長期的視点で有機物や土壌改
良資材による土づくりを行うことが必要である。そこで、県内水田土壌の１割程
度を占める強グライ土水田では排水が悪く、根腐れを起こしやすいが、細粒強グライ土での資
材及び有機物連用の効果について知見が得られたので、参考資料とする。
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１５．泥炭土水田における資材及び有機物等連用の効果（平成１９年）８２号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69844.pdf
（取り上げた理由）持続的安定生産・環境負荷低減の立場から有機物や土壌改
良資材の適正施用による土づくりが必要となってきている。県内水田土壌の１
割程度を占める泥炭土水田には塩基不足、珪酸不足等の問題があるが、泥炭土壌の資材及び
有機物連用の効果について知見を得たので、参考資料とする。

１６．豚ぷん堆肥のリン酸含量を基準とした水稲基肥施用量の算定（平成１５年）７８号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69814.pdf
（取り上げた理由）畜産由来肥料など有機質資源の地域内循環を持続的に行
うためには、その肥料的な効果を考慮した、適正な施用に努め、環境への負荷
を軽減する必要がある。豚ぷん堆肥はリン酸含量が高く、窒素をベースとした
施肥設計ではリン酸の過剰投入となるため、その有効活用を基本とした施用法を検討したとこ
ろ、施肥リン酸の全量を豚ぷん堆肥由来のリン酸で代替が可能で、さらに化学肥料による窒素
の施用量も削減できることが明らかとなったので参考資料とする。

１７．豚ぷん堆肥施用ほ場における翌年の残効（平成１５年）７８号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69812.pdf
（取り上げた理由）近年、未利用有機物の資源循環的活用や有機栽培への関心
が高まる中、普及に移す技術第77号で取り上げた「窒素無機化率を用いた露
地畑での豚ぷん堆肥施用量の算出（参考資料）」において豚ぷん堆肥は化学肥料による窒素分
を代替し得ることを明らかにした。この豚ぷん堆肥の翌年への残効を窒素発現の面から明らか
にしたので参考資料とする。

１８．家畜ふん堆肥に含まれるリン酸の有効性（平成１５年）７８号
https://www.pref.miyagi.jp/documents/20199/69811.pdf
（取り上げた理由）家畜ふん堆肥には一般に窒素より多量のリン酸成分が含ま
れているが、そのリン酸にどの程度の肥料的効果があるのか明らかになってい
ない。そこで、コマツナを用いて数種の家畜ふん堆肥について検討したところ、その有効性に
ついて知見が得られたので参考資料とする。�
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https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/top/miyagi
病害虫や雑草の防除方法、雑草の防除方法、自治体基準を含めた農薬登録情
報を検索することができます。

【宮城県農作物病害虫・雑草防除指針】

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-n
/kanntyokuzireisyuu.html
石巻農業改良普及センターHP

【石巻地域水稲乾田直播栽培事例集】

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/
tech-pamph/030716.html
乾田直播栽培技術マニュアル(ver.3.2)�-プラウ耕鎮圧体系

【直播に関する技術情報（東北農研）】

https://japancredit.go.jp/
Ｊ－クレジット制度とは、省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利
用によるCO2等の排出削減量や、適切な森林管理によるCO2等の吸収量を
「クレジット」として国が認証する制度です。本制度は、国内クレジット制度とオフセット・クレ
ジット（J-VER）制度が発展的に統合した制度で、国により運営されています。

【Jクレジット】

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/biochar01.html
バイオ炭の施用量上限の目安について（農林水産省HP）

【バイオ炭】

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/index.html
土壌図の検索（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構HP）

【日本土壌インベントリー】

https://www.data.jma.go.jp/stats/etrn/index.php
過去の気象データ検索（気象庁HP）

【気象データ検索】
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※２：農業機械の写真の一部は「乾田直播マニュアルVer3.1（東北農研センター発行）」から引用しています。

　　　 地域の事例を基に石巻農業改良普及センターとＪＡ全農みやぎにより作成しました。

※１：当栽培暦は，国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構東北農研センターの方式で行われている石巻
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【水管理】
●播種後～４月末：過湿に注意

●５月上旬～出芽揃：適度な水分

●出芽後：茎葉処理剤散布３日後程度に入水，保水

① 丁寧なほ場準備

（高い砕土率 播種床造成 漏水対策の徹底 地力の高いほ場）

② 適正な播種（特に播種深度）

③ 適期の除草剤散布と水管理

降雨の停滞や過湿に注意

籾周辺の土が乾燥したら静かにフラッシング 走り水

水入れ

浅水
湛水（基本的に中干し不要）

稲が沈まないよう

に水深を調節する

作

業

工

程

【圃場条件】

① 水持ちの良いほ場で漏水対策の徹底

② 高い砕土率の確保
③ 硬めの播種床造成

施肥

管理
速効性肥料は流亡しやすいので基肥には「緩効性肥料」を使用

基肥の施用例 （連作田の場合）

＋

（全量緩効性Ｎ）

・移植時のＮ成分量（基肥＋追肥）で施用

（ただし移植時より増量する生産者も多い）

・Ｐ，Ｋはたい肥，ＰＫ化成で施用

乾田直播用肥料

速効性窒素が少ない

・移植時のＮ成分量（基肥＋追肥）の

３～４割増で施用

例）乾田直播用 など。

幼形期～減分期（７月中・下旬～８月上旬）の葉色が淡い場合は追肥（Ｎ成分 ～ ）

月 日の生育例

【入水後】
月 日の生育例月 日の生育例

【入水前】

※
使
用
す
る
資
材
に
つ
い
て
は
地
域
の
状
況
や
最
新
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
。

低温時深水

出穂後３ 日以降落水

除
草
体
系

イネ出芽後入水前

ノミニー液剤

ｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽ 液剤 など

茎葉処理剤

入水後

初中期一発剤土壌処理剤

非選択性除草剤

イネ出芽前

（雑草発生前）

サターンバアロ乳剤

（雑草発生後）

ラウンドアップマックスロード

散布した３日後程度に入水

（除草剤＋入水で高い効果）

超重要！

雑草の多発が予想される場合

耕起 均平
整地

砕土

播種後

鎮圧

播種前

鎮圧

基肥散布

畦塗り

片足のかかとに全体重をかけて

踏み込んだときに 沈む程度に硬くする

溝堀り

播種

・キヒゲン

フロアブル

・種子塗抹剤

本田病害虫対象

浸種

ドリルシーダー

麦豆用の播種機など

種子粉衣

播種深度

程度
播種量

１０ 当たり

乾籾４～６

出芽 ～ 葉期

均平 砕土 整地 鎮圧

プラウ バーチカルハロー ドリルシーダー

天地返し 砕土，整地

スタブルカルチ

粗耕起

ロータリー

砕土，整地

ドリルシーダー

麦踏みローラー

鎮圧

麦踏みローラー

鎮圧

ケンブリッジローラー ケンブリッジローラー

麦・大豆に使う

機械で対応可能

鎮圧

①

②

播種床造成

播種

播種

重要！
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【グレーンドリル】

播種 前・後 鎮圧

苗立ち安定・漏水対策

【ケンブリッジローラー】

稲が沈まないよう

に水深を調節する

畦塗り

・漏水防止

・隣接する移植栽培ほ

場からの水の侵入防止

溝掘り

・畦畔際に明渠設置

・隣接移植栽培ほ場

からの水の侵入防止

均平

【レーザーレベラー】

粗耕起

【スタブルカルチ】

反転耕

（天地返し）



月 ６　月

旬 下旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 

稲
の
生
育

水
管
理

※２：農業機械の写真の一部は「乾田直播マニュアルVer3.1（東北農研センター発行）」から引用しています。

　　　 地域の事例を基に石巻農業改良普及センターとＪＡ全農みやぎにより作成しました。

※１：当栽培暦は，国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構東北農研センターの方式で行われている石巻

石巻地域　乾 田 直 播 栽 培 ごよみ (東北農研方式)

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月

上旬 中旬 上旬

ほ
場
作
業
・
水
管
理

イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
防
除

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
防
除
剤

葉
い
も
ち
予
防

出芽期
稲
～ 葉期

稲
４葉期

最高

分げつ期

幼穂
形成期

減数
分裂期

出穂期
穂揃期

穂揃期後
～ 日

～栽 培 のポ イ ン ト～

刈
取
り

※
出
穂
後
か
ら
刈
取
り
ま
で
の
積
算
平
均
気

温
の
目
安

℃
程
度

【水管理】
●播種後～４月末：過湿に注意

●５月上旬～出芽揃：適度な水分

●出芽後：茎葉処理剤散布３日後程度に入水，保水

① 丁寧なほ場準備

（高い砕土率 播種床造成 漏水対策の徹底 地力の高いほ場）

② 適正な播種（特に播種深度）

③ 適期の除草剤散布と水管理

降雨の停滞や過湿に注意

籾周辺の土が乾燥したら静かにフラッシング 走り水

水入れ

浅水
湛水（基本的に中干し不要）

稲が沈まないよう

に水深を調節する

作

業

工

程

【圃場条件】

① 水持ちの良いほ場で漏水対策の徹底

② 高い砕土率の確保
③ 硬めの播種床造成

施肥

管理
速効性肥料は流亡しやすいので基肥には「緩効性肥料」を使用

基肥の施用例 （連作田の場合）

＋

（全量緩効性Ｎ）

・移植時のＮ成分量（基肥＋追肥）で施用

（ただし移植時より増量する生産者も多い）

・Ｐ，Ｋはたい肥，ＰＫ化成で施用

乾田直播用肥料

速効性窒素が少ない

・移植時のＮ成分量（基肥＋追肥）の

３～４割増で施用

例）乾田直播用 など。

幼形期～減分期（７月中・下旬～８月上旬）の葉色が淡い場合は追肥（Ｎ成分 ～ ）

月 日の生育例

【入水後】
月 日の生育例月 日の生育例

【入水前】

※
使
用
す
る
資
材
に
つ
い
て
は
地
域
の
状
況
や
最
新
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
。

低温時深水

出穂後３ 日以降落水

除
草
体
系

イネ出芽後入水前

ノミニー液剤

ｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽ 液剤 など

茎葉処理剤

入水後

初中期一発剤土壌処理剤

非選択性除草剤

イネ出芽前

（雑草発生前）

サターンバアロ乳剤

（雑草発生後）

ラウンドアップマックスロード

散布した３日後程度に入水

（除草剤＋入水で高い効果）

超重要！

雑草の多発が予想される場合

耕起 均平
整地

砕土

播種後

鎮圧

播種前

鎮圧

基肥散布

畦塗り

片足のかかとに全体重をかけて

踏み込んだときに 沈む程度に硬くする

溝堀り

播種

・キヒゲン

フロアブル

・種子塗抹剤

本田病害虫対象

浸種

ドリルシーダー

麦豆用の播種機など

種子粉衣

播種深度

程度
播種量

１０ 当たり

乾籾４～６

出芽 ～ 葉期

均平 砕土 整地 鎮圧

プラウ バーチカルハロー ドリルシーダー

天地返し 砕土，整地

スタブルカルチ

粗耕起

ロータリー

砕土，整地

ドリルシーダー

麦踏みローラー

鎮圧

麦踏みローラー

鎮圧

ケンブリッジローラー ケンブリッジローラー

麦・大豆に使う

機械で対応可能

鎮圧

①

②

播種床造成

播種

播種

重要！

穂
い
も
ち
予
防

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
防
除
剤

播種期

水をきらさない

収穫期
稲
４葉期

茎葉処理剤

散布３日後程度

播種

高速作業

【グレーンドリル】

播種 前・後 鎮圧

苗立ち安定・漏水対策

【ケンブリッジローラー】

稲が沈まないよう

に水深を調節する

畦塗り

・漏水防止

・隣接する移植栽培ほ

場からの水の侵入防止

溝掘り

・畦畔際に明渠設置

・隣接移植栽培ほ場

からの水の侵入防止

均平

【レーザーレベラー】

粗耕起

【スタブルカルチ】

反転耕

（天地返し）



44

上段の数
値と左列
の数値を
加算して
これを繰
り返す。
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